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題目：気相光電子分光法による金属クラスターの電子構造 

[概要] 数個から数百個程度の金属原子の集合体は金属クラスターと呼ばれ，バルク
金属とは異なる対称性の幾何構造や離散的な電子準位をもつため，構成原子数（サイ
ズ）が 1個増減すると安定性や反応性が大きく変化する。真空中でレーザー蒸発法を用
いてクラスターを生成し，質量選別後に気相光電子分光法を適用して，アルミニウムやケ
イ素クラスターの価電子数が電子殻閉殻条件を満たす際に安定であることや，CO2が特
定サイズの遷移金属クラスターに吸着する際に解離して活性化することを明らかにしてきた。 
一方で，金属イオンを溶液中で還元し表面を有機配位子で保護することによって得られ

る配位子保護金属クラスターは，サイズを精密に制御した合成，および単結晶構造解析
による原子配置の決定が可能である。これらの安定性は価電子数の観点から説明できる。
我々は，エレクトロスプレーイオン化質量分析装置に光電子エネルギー分析計を組み合わ
せた装置を自作して，溶液中で精密に合成した配位子保護金銀超原子クラスターの電子
構造を調べている。クラスターの電荷，ドープ金属，保護配位子の変化が電子準位に与
える影響について紹介する。 
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